
「沿岸部の農業復興事業の集大成」
� 真っ赤に輝く “復興創生トマト ”を初出荷（関連記事 P2）

●今月の主な内容
P 3 医療・福祉ゾーンの形成に向けて
 桜塚地区に介護福祉施設建設の協定を締結
P 5 受章おめでとうございます
 ～春の叙勲・危険業務従事者叙勲～
P 7 出産お祝い育児支援事業のお知らせ
P 8 町道久保間中山線暫定開通のお知らせ
P20 「元気やまもと みんなの健康まつり」
 開催のご案内
P22 くらしの情報
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キラリやまもと！みんなの希望と笑顔が輝くまち
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心
を
ひ
と
つ
に

復
興

〜
チ
ー
ム
山
元

心
を
ひ
と
つ
に
〜
チ
ー
ム
山
元 　

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
〜

　
町
が
復
興
事
業
の
一
環
と
し

て
笠
野
区
内
に
整
備
し
、
農
業

生
産
法
人
に
貸
与
し
て
い
る
園

芸
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
ト
マ
ト

が
出
荷
時
期
を
迎
え
た
こ
と
か

ら
、
5
月
11
日
、
ト
マ
ト
の
初

出
荷
を
祝
し
て〝
復
興
創
生
ト

マ
ト
の
初
出
荷
式
〟が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
町
や
県
、
農
協

な
ど
の
関
係
者
約
30
人
が
出

席
。
初
出
荷
を
前
に
、
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
生
産
者
が
震

災
を
乗
り
越
え
、
手
塩
に
か
け

て
育
て
て
き
た
真
っ
赤
に
色
づ

く〝
復
興
創
生
ト
マ
ト
〟を
積

ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
市
場
へ
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
町
長
は「
こ
の
施
設

は
、
被
災
し
た
沿
岸
部
に
お
け

る
農
業
復
興
事
業
の
集
大
成
で

あ
り
、
こ
の
施
設
を
拠
点
と
し

て
、
今
後
の
地
域
農
業
の
未
来

を
創
出
し
て
い
き
た
い
」と
式

辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
施
設
を
運

営
す
る
㈱
や
ま
も
と
フ
ァ
ー
ム

み
ら
い
野
の
島
田
孝
雄
社
長

は
、「
今
後
さ
ら
に
栽
培
技
術

を
磨
き
、
良
質
な
ト
マ
ト
を
生

産
す
る
こ
と
で
、
町
の
復
興
を

全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
年
間
を
通
し

て
ト
マ
ト
が
栽
培
さ
れ
、
年
間

3
0
0
㌧
の
出
荷
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

問
産
業
振
興
課 

農
政
班

☎
37
―
1
1
1
9

　

農
地
整
備
事
業「
山
元
東
部

地
区
」に
よ
り
整
備
さ
れ
た
水

田
に
お
い
て
、
事
業
区
域
内
で

初
め
て
と
な
る
水
稲
の
作
付
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
作
付
け
が
さ
れ
た
の

は
、
戸
花
工
区
で
整
備
さ
れ
た

約
26
㌶
の
水
田
で
す
。
今
回
の

事
業
に
よ
り
、一
区
画
あ
た
り
最

大
で
約
1
・
8
㌶
と
大
規
模
に

整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
営
農
効

率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
被
災
し
た
土
地

の
再
生
を
目
的
に
、
平
成
26
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
順
次

工
事
を
行
い
、今
回
を
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
に
、
畑
1
4
1
・
3

㌶
、
水
田
25
・
8
㌶
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
年
春
ま
で
に
、
全
て
の
工

事
が
完
了
し
、
完
成
の
あ
か
つ

き
に
は
、
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
で

埋
め
尽
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
町
民
お
よ
び
地
権
者
の
皆
さ

ん
、
引
き
続
き
、
事
業
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
東
部
地
区
基
盤
整
備
推
進
室

　
☎
29
ー

8
0
0
7

真
っ
赤
に
輝
く

　〝
復
興
創
生
ト
マ
ト
〟を
初
出
荷

農
地
整
備「
山
元
東
部
地
区
」初
の
水
稲
作
付

▲整備した水田に作付けされた水稲

▲初出荷されるトマト

▲大区画になった水田での作業風景

▲�事業区域内で初の水稲の作付けが
された戸花工区の位置図
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心をひとつに　～チーム山元　復興へのあゆみ～
　

町
で
は
、
高
齢
者
社
会
を
強

力
に
支
え
る
医
療
・
福
祉
ゾ
ー

ン
の
形
成
に
向
け
、
宮
城
病
院

周
辺
に
整
備
し
た
新
市
街
地

「
桜
塚
地
区
」に
、
宮
城
病
院
を

核
と
し
た
医
療
・
福
祉
関
連
施

設
の
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
び
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
付

高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅
の
建
設

が
決
定
し
、5
月
24
日
、町
は
、

施
設
建
設
工
事
着
工
に
先
立

ち
、
施
設
整
備
事
業
者
で
あ
る

社
会
福
祉
法
人
静
和
会
、
松
村

吉
一
医
師（
医
療
法
人
松
村
ク

リ
ニ
ッ
ク
）の
2
者
と
基
本
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
役
場
で
行
っ
た
基
本

協
定
調
印
式
に
は
、齋
藤
町
長
、

静
和
会
の
北
島
宏
一
会
長
、
松

村
吉
一
医
師
が
出
席
。
関
係
者

が
見
守
る
中
、
3
者
で
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
協
定
締
結
後
、

齋
藤
町
長
は
両
者
に

対
し
、「
高
齢
化
社

会
を
支
え
る
医
療
・

福
祉
ゾ
ー
ン
形
成
の

一
翼
を
担
う
施
設
建

設
が
、
本
日
を
契
機

に
本
格
始
動
す
る
こ

と
は
、
誠
に
喜
ば
し

く
心
強
い
限
り
で

す
」と
喜
び
の
気
持

ち
と
と
も
に
、
新
た

な
施
設
開
所
に
向

け
、
全
面
的
に
支
援

し
て
い
く
考
え
を
伝

え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続

き
、
高
齢
者
が
可
能

な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
包

括
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

構
築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

整
備
予
定
概
要

■
社
会
福
祉
法
人
静
和
会

○�

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム（
29
床
）

・�

鉄
筋
平
屋
建
て
、
床
面
積
約

2
0
0
0
平
方
㍍

・�

短
期
入
所
施
設（
10
床
）を

併
設

■
松
村
吉
一
医
師

○�

高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅（
20

室
）

・�

木
造
平
屋
建
て
、
床
面
積
約

1
0
0
0
平
方
㍍

・�

通
所
介
護
施
設（
定
員
30
人
）

を
併
設

※�

両
施
設
と
も
に
、
平
成
30
年

4
月
末
開
所
予
定

問
保
健
福
祉
課 

保
険
給
付
班

☎
37
―
1
1
1
3

誘
致
企
業
が

�

続
々
操
業
を
開
始

　

町
で
は
現
在
、
町
民
が
地
元

で
安
心
し
て
働
け
る
場
の
確
保

に
向
け
、
積
極
的
な
企
業
誘
致

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
取
組
み
の
結

果
、
平
成
29
年
度
内
に
操
業
開

始
予
定
の
企
業
の
概
要
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
29
年
7
月
～

■
㈲
ア
ー
ク
テ
ッ
ク

　
増
設
し
た
新
工
場
で
操
業
開

始○�

事
業
概
要　
ユ
ニ
ッ
ト
式
危

険
物
庫
の
製
造
・
販
売

○�

操
業
場
所　
山
寺

字
北
泥
沼
地
内

○
雇
用　
16
人
程
度

※�

う
ち
新
規
雇
用
3

人
平
成
29
年
8
月
～

■ 

㈱
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
・
ア
イ
ー
ダ

　
既
設
の
津
波
被

災
工
場
を
改
装
し

操
業
再
開

○�

事
業
概
要　
化

粧
品
の
製
造
・

販
売

○�
操
業
場
所　
山
寺
字
北
泥
沼

地
内

○�

雇
用　
45
人
程
度

※
う
ち
新
規
雇
用
5
人

平
成
30
年
2
月
～

■ 

医
療
用
機
器
製
造
会
社

　
製
品
工
場
を
新
設
し
操
業
予

定（
東
北
初
進
出
）

○�

事
業
概
要　
医
療
用
機
器
の

開
発
設
計
お
よ
び
組
立
・
製

造
○�

操
業
場
所　
小
平
字
北
地
内

○
雇
用　
35
人
程
度

問
産
業
振
興
課 

地
域
振
興
班

☎
37
―
1
1
1
9

医
療
・
福
祉
ゾ
ー
ン
の
形
成
に
向
け
て

　
桜
塚
地
区
に
介
護
福
祉
施
設
建
設
の
協
定
を
締
結

▲協定調印
　左から北島会長、齋藤町長、松村医師
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　東日本大震災に伴う宅地防災工事に対し助成金が交付されます。

○要件（以下①～③のいずれかに該当していること）
①被災住所が町内の津波防災区域第2種、3種区域に該当している方
②津波浸水区域に該当している方
③10,000平方メートル以上の造成団地（※）で二次被害の危険性があると認められる区域の方

○補助金の額
対象区域 第2種区域 第3種区域 津波浸水区域 造成団地（※）

助　成
限度額

各対象工事の合計額
の3分の2補助
（上限200万円）

各対象工事の合計額
の3分の2補助
（上限150万円）

各対象工事の合計額
の3分の2補助
（上限100万円）

各対象工事の合計額
の3分の2補助
（上限150万円）

※�町内の10,000平方メートル以上の造成団地（作田山団地・太陽ニュータウン・高瀬ガーデン・梅ケ丘団地・
文化ケ丘）が対象となります。

○対象者
　平成23年3月11日以前から対象地区で居住
していた方で、同一敷地内に住宅を再建するため
に宅地防災工事を行う方を対象とします。
　なお、すでに宅地防災工事が完了している場合
や、すでに以前の基準で助成を受けている場合も
追加申請の対象となります。

○対象範囲
区域種別 対象範囲

津波防災区域第2種区域 ・基礎の高さ30㌢を超える部分
・盛土の高さ20㌢以上
・よう壁の高さは実績

津波防災区域第3種区域
津波浸水区域
10,000平方メートル以上の造成団地 盛土の高さ20㌢以上、よう壁の高さは実績

○申請受付期間と場所
申請受付期間 場　　所

平成32年3月31日（火）まで まちづくり整備課
9時～ 17時（土、日、祝日を除く）

○申請に必要なもの
　申請書（役場で用意します）、印鑑、建物および土地の登記簿謄本、所有者の承諾書（建物または土地が自
己所有でない場合）、り災証明書、工事設計図（位置図、平面図、かさ上げ前後の断面図、構造図）、現況写真、
業者からの見積書

○注意事項
　対象となる工事が平成32年3月31日までに完了しない場合には、補助対象となりませんので、ご注意
ください。

東日本大震災により被災を受けた宅地で住宅を再建する方へ

■問�まちづくり整備課　行政班　☎29-8004

基礎の高さ30㌢以下は対象外です

宅地防災工事助成金制度対象工事イメージ図

盛土に伴うよう壁費用も対象となります

宅地面積全てが対象となります
　現況地盤の高さに20㌢以上の盛土を行った

基礎の高さ30㌢以上の部分が対象となります

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
や
ま
も
と
5
月
号
4
㌻

に
掲
載
し
ま
し
た「
正
・
副
区

長
を
新
た
に
委
嘱
」の
浅
生
原

区
副
区
長
、
高
瀬
区
副
区
長
、

合
戦
原
区
副
区
長
の
氏
名
掲
載

順
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
左
記
の
と
お
り
訂
正
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

後
列
右
か
ら

高
瀬
区
副
区
長

　
作
間　
健

合
戦
原
区
副
区
長

　
渡
辺　
吉
夫

浅
生
原
区
副
区
長

　
渡
部　
政
博

　
青
田　
義
久

問
総
務
課 

総
務
班

☎
37
―
1
1
1
1

旭
日
双
光
章

▼
公
衆
衛
生
功
労

元
宮
城
県
栄
養
士
会
会
長

　

受
章
に
つ
い
て「
こ
の
よ
う

な
章
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
名

誉
な
こ
と
で
す
が
、
栄
養
士
が

受
章
し
た
こ
と
に
責
任
の
重
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
」と
話
す
髙

橋
さ
ん
。

　
国
立
病
院
機
構
に
39
年
間
勤

務
し
、
う
ち
宮
城
病
院
で
は
37

年
間
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
研
究
発

表
な
ど
常
に
探
究
心
を
持
っ
て

業
務
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
中
で
も「
職
員
に
は
仕
事

以
外
で
楽
し
む
こ
と
を
伝
え
、

私
自
身
も
テ
ニ
ス
を
続
け
て
い

ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
え

ら
れ「
こ
れ
か
ら
の
山
元
町
の

復
興
、発
展
を
望
ん
で
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

▼
中
小
企
業
振
興
功
労

岩
機
ダ
イ
カ
ス
ト
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

　

受
章
に
つ
い
て「
町
民
の
皆

さ
ん
や
山
元
町
役
場
の
応
援
が

あ
っ
て
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
話
す
齋
藤

さ
ん
。

　

創
業
か
ら
49
年
、
当
時
を
振

り
返
る
と「
仕
事
に
対
し
て
は

自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、当
初
、

仕
事
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
苦
労

の
連
続
で
し
た
。
少
し
で
も
宮

城
県
の
特
殊
鋼
産
業
の
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
と
の
思
い
で
や
っ

て
き
ま
し
た
」
と
話
す
中
で

「
座
右
の
銘
で
あ
る〝
ダ
イ
カ

ス
ト
の
夢　
一
筋
に
〟を
掲
げ
、

夢
を
持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と

を
大
事
に
し
て
い
た
」と
こ
れ

ま
で
の
思
い
を
話
し
て
い
ま
し

た
。

瑞
宝
単
光
章

▼
消
防
功
労

元
山
元
町
消
防
団
分
団
長

　

受
章
に
つ
い
て「
ま
さ
か
こ

の
よ
う
な
大
き
な
章
が
い
た
だ

け
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た

だ
け
に
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
団
員
や
家

族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

の
受
章
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

話
す
齋
藤
さ
ん
。

　

当
時
を
振
り
返
り「
河
川
の

氾
濫
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
、
団
員
と
協
力
し
て
活

動
し
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
」と
35
年
間
の
心
境
を

語
る
と
と
も
に「
大
き
な
震
災

を
経
験
し
た
山
元
町
の
こ
れ
か

ら
の
発
展
と
団
員
や
家
族
の
健

康
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
そ
の

思
い
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

▼
防
衛
功
労

元
陸
上
自
衛
隊
3
等
陸
尉

　

受
章
に
つ
い
て「
受
章
で
き

た
の
は
、
家
族
や
先
輩
、
後
輩

の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
率
直
に
う
れ
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
」と
控
え
め
に
話
す

寺
島
さ
ん
。

　
36
年
間
の
現
役
時
代
の
中
で

「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
丸
森
町
の
次
郎
太
郎

山
の
火
災
発
生
時
に
20
キ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
る
消
火
水
を
背
負
っ

て
消
火
活
動
に
あ
た
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
あ
の
時
は
本

当
に
大
変
で
し
た
」と
当
時
を

振
り
返
り「
現
在
は
隊
友
会
に

所
属
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
町
民
の
た
め
に
尽
く
し

て
い
き
た
い
」と
力
強
く
話
し

て
い
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
【
敬
称
略
】

髙橋　清
せい

次
じ

（合戦原区）

齋藤　吉
よし

雄
お

（町区）

齋藤　勝
かつ

裕
ひろ

（合戦原区）

寺島　正
（浅生原区）
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●
ハ
ン
ド
ベ
ル
体
験

第
1
・
3
土
曜
日

　
14
時
～
15
時

対
象
　
小
学
生
、地
域
の
方

　
初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
！

●
大
型
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
！

毎
月
第
4
水
曜
日

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
　
未
就
学
児

歯
み
が
き
教
室

�

参
加
者
募
集

　
虫
歯
に
な
ら
な
い
た
め
に
気

を
つ
け
て
お
き
た
い
こ
と
や
歯

み
が
き
の
コ
ツ
に
つ
い
て
歯
科

衛
生
士
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時
　
6
月
17
日
㈯

　　
　
11
時
～
12
時

対
象

　
未
就
学
児
と
保
護
者

持
ち
物
　
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ

シ
、
保
護
者
の
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル

父
の
日
工
作

�

参
加
者
募
集

　

6
月
18
日
は「
父
の
日
」で

す
。

　

お
父
さ
ん
や
お
じ
い
さ
ん
、

チ
ャ
レ
チ
ャ
レ
♪
�

�
参
加
者
募
集

　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
誰

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト（
チ
ャ
レ
チ
ャ
レ
）を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ど
の〝
チ
ャ
レ
チ
ャ
レ
〟も

参
加
自
由
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
♪

平
日
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　　
　
15
時
～
16
時

土
曜
日
　
10
時
30
分
～

�

11
時
30
分

　
　
　
14
時
～
15
時

対
象
　
未
就
学
児
、小
学
生

内
容
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
内
容
は

定
期
的
に
変
わ
り
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
成
功
す
る
と

ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

　

10
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ス
テ
キ

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

●
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
！

平
日
　
13
時
30
分
～
13
時
45
分

対
象
　
ど
な
た
で
も

内
容
　
エ
ビ
カ
ニ
ク
ス
、
コ
コ

☆
ナ
ツ
、や
っ
ぺ
え
！
体
操
、

Ｅ
Ｘ
ダ
ン
ス
体
操
な
ど

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
じ
さ

ん
な
ど
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を

作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
6
月
12
日
㈪
～
17
日
㈯

対
象
　
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
無
料

内
容
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
づ

く
り

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で

�

楽
し
ん
じ
ゃ
お
う
！

日
時
　
6
月
17
日
㈯

　　
　
10
時
～
12
時

内
容
　
ゲ
ー
ム
な
ど
の
運
動
遊

び
講
師

　
運
動
遊
び
研
究
サ
ー
ク
ル

　「
き
ん
に
く
～
ず
」

　�

前
田
高
幸
氏

対
象
者
　
小
学
1
年
～
6
年

参
加
費
　
無
料

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
水
筒（
水

か
お
茶
）

申
込
み
　
6
月
10
日
㈯
ま
で
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
な
か
よ
し
会
」活
動
紹
介

　
「
な
か
よ
し
会
」は
、
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で

活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
子
ど
も
同
士
や
保
護
者
同
士

の
交
流
、
育
児
に
関
す
る
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

見
学
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ

ん
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

活
動
日
　
毎
週
木
曜
日

時
間
　
10
時
～
14
時

場
所
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
ほ
か

主
な
活
動
　
季
節
イ
ベ
ン
ト

（
七
夕
、ハ
ロ
ウ
ィ
ン
、ク
リ

ス
マ
ス
、
豆
ま
き
な
ど
）遠

足
、
読
み
き
か
せ
、
お
や
つ

作
り
、幼
稚
園
見
学
な
ど

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX 

36
―
8
6
3
4

▲きれいな音楽を奏でましょう

▲�七夕飾りもいっぱい
作ったよ

▲サンタさんからプレゼント

▲上手に歯磨きできるかな

▲トランポリンで遊ぶ子どもたち
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　新たな町民の出生をお祝いするとともに、子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、町内の当事業取
扱店舗で育児用品（消耗品に限る）購入の際に利用できる『出産お祝い育児支援チケット』を支給します。
支給対象者
　平成29年4月1日以降に出生した乳児の保護者または養育者の方で、乳児とともに町内に住所を有し、
公共料金等において滞納のない方
支給額
　乳児1人に対し、月額2,000円分（額面：1,000円分×2枚）×月数分（最大12カ月分）
申請方法
・��保健福祉課および坂元支所窓口に『山元町出産お祝い育児支援チケット支給申請書』を提出してくださ
い。申請書は、窓口およびホームページにて取得できます。
・印鑑およびお子さんの出生が確認できるもの（母子手帳等）をお持ちください。
※�生まれた日または転入した日の翌月の月末までに支給申請の手続きが必要です。それ以降に申請した場
合は、申請日の属する月からの支給となります。

問�保健福祉課 子育て支援班　☎37-1113

　児童手当を受給している方は、6月中に「児童手当現況届」を提出してください。
　現況届は、受給者の前年の所得の状況および、毎年6月1日の状況を把握し、6月以降の児童手当等を引き
続き受給する要件（児童の監督や保護、生計同一関係など）を満たしているかどうか確認するためのものです。
　提出がない場合、6月以降の児童手当を受給できなくなりますので、必ず提出してください。
　なお、「児童手当現況届」は6月上旬に受給者の方へ郵送します。
※関係書類が6月下旬になっても届かない場合や不明な点があれば下記までお問い合せください。

支給対象
　児童手当は、中学3年生（15歳到達後最初の年度末）までの児童を養育している方へ支給となります。
　なお、所得制限限度額以上の方は、児童1人につき一律5,000円の支給となります。

支給時期
　原則として、毎年6月、10月、2月にそれぞれの前月分までの手当を支給します。

手続き（認定請求等）
　お子さんが生まれたり、他の市町村から転入したりしたときは、お住まいの市町村に「認定請求書」を提
出してください。提出が遅れると、原則、遅れた月分の手当を受けられなくなりますので、ご注意ください。

問�保健福祉課 子育て支援班　☎37-1113

出産お祝い育児支援事業のお知らせ

児童手当現況届のお知らせ

支給額（児童1人あたりの月額支給額）
児童の年齢 児童手当の額

3歳未満 月額15,000円

3歳～
小学生

第1・2子 月額10,000円

第3子以降 月額15,000円

中学生 月額10,000円
※�所得制限限度額以上の方は、特例給付として一律月
額5,000円

所得制限限度額
扶養親族等 所得制限限度額 収入額の目安

0人 622.0万円 833.3万円

1人 660.0万円 875.6万円

2人 698.0万円 917.8万円

3人 736.0万円 960.0万円
※�「収入額の目安」は、給与収入のみで計算しています
ので、ご注意ください。
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大
丈
夫
？

あ
な
た
の
頼
ん
だ
そ
の
業
者

　

近
年
、
勧
誘
や
訪
問
販
売
の

被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
不
審
だ
と
思
っ
た

ら
、
必
ず
家
族
や
消
費
生
活
相

談
員
、
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

・
投
資
勧
誘
に
は
の
ら
な
い

　

電
話
や
チ
ラ
シ
で「
出
資
し

な
い
か
」「
損
は
な
い
」な
ど
甘

い
言
葉
で
勧
誘
さ
れ
た
ら
、
要

注
意
！

・
訪
問
販
売
に
注
意

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅

を
訪
問
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

や
高
額
商
品
の
契
約
を
迫
る
業

者
が
い
ま
す
。
そ
の
場
で
は
契

約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が

狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
一
人
で
考
え
る
の

は
危
険
で
す
。
み
ん
な
で
話
し

合
い
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

吉
野
復
興
大
臣
が

�

町
内
を
視
察

　

5
月
27
日
、
吉
野
正
芳
復
興

大
臣
が
本
町
を
訪
れ
、
つ
ば
め

の
杜
地
区
の
新
市
街
地
と
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
山
下
駅
で
吉
野
大
臣
を
出
迎

え
た
齋
藤
町
長
は
、
つ
ば
め
の

杜
地
区
周
辺
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
進
め
た
経
緯
に
つ
い
て

説
明
し
た
ほ
か
、
町
が
直
面
し

て
い
る
人
口
減
少
や
復
興
を
推

し
進
め
る
職
員
不
足
の
問
題
、

町
の
労
働
人
口
の
確
保
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で

は
、
太
田
児
童
館
長
の
案
内
を

受
け
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
内
を

見
て
回
る
と
と
も
に
、
来
館
し

て
い
た
子
ど
も
た
ち
と
言
葉
を

交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
視
察
後
、吉
野
大
臣
は
、「
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
、
中

央
公
園
が
一
体
的
に
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
若
い
世
代
が
子
育
て

し
や
す
い
環
境
が
構
築
さ
れ
て

お
り
、
ま
さ
に
子
育
て
を
軸
と

し
た
素
晴
ら
し
い
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
が
出
来
上
が
っ
て
い

る
」と
視
察
の
感
想
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
本
町
が
直
面
す
る

課
題
と
し
て
齋
藤
町
長
か
ら
出

さ
れ
た
職
員
不
足
の
問
題
に
対

し
、「
復
興
庁
と
し
て
も
町
の

復
興
が
進
む
よ
う
に
、
人
材
確

保
に
向
け
努
力
を
続
け
て
い
き

た
い
」と
復
興
支
援
に
意
欲
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。

問
震
災
復
興
企
画
課

　
企
画
調
整
班

☎
37
ー

0
4
9
7

町
道
久
保
間
中
山
線

�

暫
定
開
通
の
お
知
ら
せ

　
町
道
久
保
間
中
山
線
の
道
路
改
良

工
事
に
伴
う
迂
回
路
通
行
に
よ
り
、

常
磐
自
動
車
道
山
元
南
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
か
ら
新
地
町
方
面
へ
の
移
動
の
際

に
は
、
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
し
た
が
、
万
太
郎
橋
の
暫
定
仮

復
旧
に
よ
り
、
6
月
1
日
か
ら
通
行

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
、
仮
復
旧
に
よ
る

暫
定
開
通
と
な
り
ま
す
の
で
、
通
行

の
際
に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※�

本
復
旧
は
、
平
成
30
年
2
月
ご
ろ

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

　
施
設
整
備
班

☎
29
ー

8
0
0
4

いきいきサロン「知楽の湯」で
リフレッシュを！

　町指定管理事業者である山元町デイ
サービスセンター知楽荘では、次の条
件を満たす方を対象とした “いきいき
サロン「知楽の湯」”の提供を行って
います。
　休憩スペースやマッサージチェア等
も完備されていますので、ぜひ、心身
のリフレッシュにご利用ください。
利用条件　60歳以上で要介護認定を
受けていない方

利用料金　1回200円
利用期日　毎週月曜日～土曜日
　　　　　（祝日含む）
※12月31日から1月3日を除く
利用時間　9時～ 16時

問�山元町デイサービスセンター
　�知楽荘　☎37-4855　　　
　�保健福祉課 福祉班　☎37-1113

▲�山下駅で町長からの説明に熱心に耳を
傾ける吉野大臣

▲�こどもセンターで子どもたちの話しを
聞く吉野大臣

今回通行可能区間

万太郎橋（暫定仮復旧箇所）

至国道6号

至角田・丸森

至山元IC

至新地IC
至新地町

山元南スマートIC

県道角田山元線

中山
線

久
保
間
中
山
線常
磐
自
動
車
道

至国道6号
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家
庭
用
指
定
ご
み
袋
の

形
状
が
変
わ
り
ま
す

　
「
亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理

組
合
」を
構
成
す
る
各
市
町（
名

取
市
、
岩
沼
市
、
亘
理
町
、
山

元
町
）で
使
用
し
て
い
る
家
庭

用
指
定
ご
み
袋
が
取
手
付
き
の

形
状
の
も
の
に
変
更
さ
れ
、
8

月
1
日
か
ら
新
し
い
形
状
の
ご

み
袋
の
店
頭
販
売
を
開
始
し
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
方
で
も

結
び
や
す
く
、
持
ち
運
び
し
や

す
い
な
ど
、
使
い
や
す
さ
の
観

点
か
ら
既
に
他
の
自
治
体
で
も

広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
形
状
に

変
更
を
行
っ
た
も
の
で
、
あ
わ

せ
て
住
民
の
方
か
ら
多
く
要
望

が
あ
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
袋

（
小
）に
つ
い
て
も
追
加
で
販
売

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
新

デ
ザ
イ
ン
の
ご
み
袋
の
容
量
は

従
来
の
も
の
と
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る

家
庭
用
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
使
用
っ

で
き
ま
す
が
、
店
頭
販
売
に
つ

い
て
は
在
庫
が
無
く
な
り
次

第
、終
了
と
な
り
ま
す
。

問 

亘
理
名
取
共
立
衛
生
処
理
組
合

　
☎
22
―
1
7
1
7

　
町
民
生
活
課 

生
活
班

　
☎
37
―
1
1
1
2

亘
理
用
水
の
通
水
を
開
始

　

4
月
24
日
、
亘
理
土
地
改
良

区
で
亘
理
用
水
の
通
水
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
の
田
植
え

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

阿
武
隈
川
か
ら
取
水
し
た
農
業

用
水
を
亘
理
郡
内
の
水
田
に
供

給
を
開
始
す
る
も
の
で
す
。

　

通
水
開
始
に
あ
た
り
、
亘
理

土
地
改
良
区
の
日
下
清
一
理
事

長
は「
通
水
期
間
中
、
安
全
で

安
定
し
た
農
業
用
水
の
供
給
に

心
が
け
て
い
き
た
い
」と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
関
係
者
が
見
守

る
な
か
、
中
央
管
理
室
に
お
い

て
、日
下
理
事
長
、齋
藤
町
長
、

齋
藤
貞
亘
理
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ

通
水
開
始
の
遠
隔
操
作
を
行

い
、
管
理
モ
ニ
タ
ー
で
岩
地
蔵

揚
水
機
場
な
ど
の
揚
水
ポ
ン
プ

稼
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
通
水
期
間
は
、
8
月

31
日
ま
で
の
予
定
で
す
。
期
間

中
、
用
水
路
は
満
水
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
地
域
で
注
意
し

あ
い
、
子
ど
も
な
ど
の
水
難
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

防
災
は
日
ご
ろ
の
備
え
と

心
が
け

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
宮
城
県
で

は
い
ま
だ
に
そ
の
余
震
と
思
わ

れ
る
地
震
が
た
び
た
び
発
生
し

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
備
え

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
災
害
発
生
に
備
え
た
準
備
を

　

防
災
用
品（
ラ
ジ
オ
、
乾
電

池
な
ど
）や
非
常
食
・
飲
料
水

（
3
日
程
度
・
水
は
1
日
2
㍑
）

を
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
避
難
勧
告
・
指
示
が
出
た
ら

　

速
や
か
に
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
な
ど
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

○
慌
て
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
自
治
体

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
信
頼

で
き
る
正
確
な
情
報
を
集
め
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　

4
月
1
日
付
け
で
、
新
た
に

着
任
さ
れ
た
お
巡
り
さ
ん
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

坂
元
駐
在
所

所
長
　
木
村
　
康や

す
し

さ
ん

「
山
元
町
は
2
回
目
の
赴
任
と

な
り
ま
す
。
新
た
に
坂
元
駐
在

所
が
完
成
す
る
見
込
み
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」

山
下
駐
在
所

所
員
　
門も

ん

傅で
ん

　
翔し

ょ
う

太た

さ
ん

「
山
元
町
は
初
め
て
来
ま
し
た

の
で
、
早
く
町
の
こ
と
を
覚
え

て
町
民
の
方
た
ち
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
き
ま
す
」

問
山
下
駐
在
所

☎
37
―
0
0
2
4

▲�通水開始の遠隔操作を行う
齋藤町長

従来のデザイン新しいデザイン

⬅
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　行政区やボランティアによる道路河川愛護活動
において事故等が発生した場合は、町で加入して
いる総合賠償補償保険の対象となります。
　保険の適用を受けるには、事前（実施日の前日
まで）に、まちづくり整備課または施設管理室へ

「道路河川清掃等奉仕活動届出書」を提出してくだ
さい。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
問 まちづくり整備課 行政班（届出書について）
☎29-8004
　 施設管理室 施設管理班
☎37-5111
　 総務課 総務班（保険の内容について）
☎37-1111

　町では、仮設住宅入居者以外の公益法人等に、今後活用が見込まれない備品等の譲渡を行います。
　各仮設住宅団地の解体に伴う備品等の返却前に、申請してください。
※施設により返却期限が異なるため、震災復興企画課 復興支援班まで問い合わせください
取扱い概要
対 象 物 件 住宅本体、住宅備品

対 象 者 公益性を有する団体（社会福祉法人等）、自治会（行政区）、非営利法人（医療法人、NPO 法人等）
※個人への譲渡は行いません。

条 件 現状引渡、かし担保・性能保証無、解体や移設費用等は団体の負担

対 象 物 品

1）建物　宮城県ホームページに掲載
　 http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/engo/prefab-musyoujouto.html
2）備品　  エアコン、物置、下駄箱、消火器、照明器具、カーテン、電気カーペット、 

こたつ布団、電気ストーブ、暖房便座、洗濯機パン、物干金具

申 請 手 続

1）建物　宮城県に申請書を提出（申請書は上記のアドレスからダウンロードしてください）
2）備品　町に申請書を提出（申請書は、震災復興企画課 復興支援班に用意しています）
　　　　【期限6月15日（木）】
　　　　※備品引き渡しは6月末です。

問い合わせ先
申 請 窓 口

1）建物　宮城県保健福祉部 震災援護室 仮設住宅調整第一班
　　　　 ☎022-211-3257
2）備品　役場 震災復興企画課 復興支援班
　　　　 ☎29-8003

留 意 事 項

・ 住宅本体の再利用にあたっては、建築基準法、都市計画法、農地法等の関係法令を遵守して
ください。

・住宅本体の再利用は、新築の場合と比較して、安価とならない場合もあります。
・ 公益法人等にあっては、利用計画が町の政策に適合していること。（公益性が認められる事

業に使用すること）
・ 対象物件は、高瀬西石山原、浅生原箱根、浅生原内手、浅生原東田、中山熊野堂です。（旧坂

元中学校、町民グラウンド仮設のリース物件は、譲渡対象外です）
・集会所備品は、団地自体の全入居者退去後となります。

補償保険内容
保　険　金　額

通院 入院 後遺障害 死亡

0.5万円～
12万円

2万円～
30万円

20万円～
500万円 500万円

※1　通院・入院の日数により保険金額が変わります。
※2　1日あたりの金額ではありません。

賠償責任保険内容
保　険　金　額

身体賠償 財物賠償

3億円 1億円

道路河川愛護活動中の事故等は、町の保険が適用されます

応急仮設住宅の備品等をお譲りします

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

やまもとP10-11news_三[10-11].indd   10 2017/05/31   17:04:59

2017 No.451
広報やまもと6月号11

平成29年7月採用  役場臨時職員募集のお知らせ

山元町職員（上級）募集

1　募集職種・応募資格等

№ 職　種 募集
人数 任用期間 応募資格等

（18歳以上が必須） 主な勤務地 賃　金 勤務時間 受付・問い
合わせ課

1 保育士 1人
平29.7.1 ～
 平29.12.31

（更新有）

保育士または保健師、看
護師、准看護師の資格を
有する方

つばめの杜
保育所 日額8,000円

月～土のうち
5日間
7時間45分

（早番・遅番有）

保健福祉課
☎37-1113

2 一般事務
補助員 1人

平29.7.1 ～
 平29.12.31

（更新有）

パソコン（ワープロ程
度）が使用でき、普通自
動車免許を有する方

まちづくり
整備課 日額　6,200円

月～金（週5日）
8時30分～
 17時15分
7時間45分

まちづくり
整備課

☎29-8004

※ 上記職種のうち、保育士については、正規職員の通勤手当に相当する額と同額を賃金に上乗せして支給します。
2　勤務条件等
　⑴　任用期間　任用期間は上記のとおりですが、最長で30年3月31日まで延長が可能です。
　⑵　各種保険　勤務条件等により、社会保険、雇用保険、労災保険に加入となります。
3　申込方法・受付期間など
　⑴　申込方法　 市販の履歴書に顔写真を貼付し、職種ごとに上記の「受付・問い合わせ課」に提出してく

ださい。
 ※ 郵送の場合は受験票送付用として、切手を貼付し住所・氏名を記入した封筒を同封し

てください。
　⑵　受付期間 №1 6月5日（月）～ 16日（金） 郵送の場合は、6月16日（金）到着分まで有効
 №2 6月12日（月）～ 23日（金） 郵送の場合は、6月23日（金）到着分まで有効
 ※受付時間は8時30分～ 17時（土、日は除く）
　⑶　郵送先　 〒989-2292　山元町浅生原字作田山32
　⑷　選考方法　書類審査および面接により選考します。
 ※面接は6月下旬を予定。（詳細は申込み時）

試験区分 職種 採用予定
人　　員 受　験　資　格

上　級
（大学卒業程度） 行政 若干名

昭和60年4月2日から平成8年4月1日までに生まれた者で、学校教育法による大学（短
期大学を除く）を卒業した者、または平成30年3月までに卒業見込みの者並びに大学卒業
程度の能力を有すると認められる者

■試験期日（第一次試験）　7月23日（日）　　　　■試験会場　江陽グランドホテル（仙台市青葉区）
■採用年月日　平成30年4月1日
■申込み手続き等
　○受付期間　5月17日（水）～ 6月16日（金）、平日の8時30分から17時まで
　○申 込 み　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、提出ください。
※ 申込用紙は総務課で配布。なお、郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請求」と

朱書きし、宛先を明記の上、120円切手を貼った返信用封筒（A4サイズが入る大きさ）を必ず同封して
ください。

問 総務課 人事・広報班　☎37-1111

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

やまもとP10-11news_三[10-11].indd   11 2017/05/31   17:04:59



2017 No.451
広報やまもと6月号 12

まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

まちの話題
Yamamoto Topics町内で行われたイベントや学校行事、

町の出来事などを紹介します。

元気いっぱい合唱披露！

　5月11日、東京都内のホテルニューオータニで開
催された「イスラエルと日本の国交樹立65周年記念
式典」に、ふじ幼稚園の卒園生で山元・亘理両町の小
学校に通う小学1年生8人（内、山元町内在住3人）を
含む14人が招待され、ふじ幼稚園、鈴木信子園長の
指揮の元、大勢の出席者を前に合唱を披露しました。
　これは、震災直後から山元・亘理町内で被災者ケ
アに取り組んでいるNPO法人「セリアの会」の代表
者で、イスラエル親善大使でもあるセリア・ダンケ ルマンさんの働きかけにより実現したものです。

　児童達は “君が代 ” のほか、ヘブライ語でイスラ
エル国歌など5曲を合唱。会場の方々からは、盛大
な拍手とともに「未来につながる、希望に満ちた歌」
との高い評価をいただきました。
　貴重な体験をした山下小学校1年生の岩佐千

チ

依
イ

さ
ん（山下区）は「たくさんの人の前でドキドキしたけ
ど、大きな声で歌えてとても楽しかったです」と感
想を話していました。
　翌12日には、イスラエル大使館にも招待され、
歓迎されたということです。

青空の下で春の運動会

　5月20日、抜けるような青空の下、坂元、山下、
山下第一、山下第二の各小学校で春の運動会が開催
されました。
　新校舎に移って初めての開催となった山下第二小
学校では、児童たちはこの日のために練習してきた
演技や競技を真新しい校庭で元気いっぱいに披露し、
観客からは大きな声援や拍手が送られていました。

↘↗

▲�山下第二小学校の全校生徒による
「オブリガド笠浜」。保護者の方々も
数多く参加し、大きな円を描いて踊
っていました

▲�坂元小学校の3・4年生が色鮮やか
なはっぴを着て「坂元こどもおけ
さ」。観客からの手拍子を受け、元
気いっぱいに踊っていました

▲�山下第一小学校の1・2年生による「恋す
る玉入れ　ダンスダンス！」。一生懸命玉
入れをする合間に、かわいらしい踊りを披
露し、あたたかい拍手が起きていました

▲イスラエル大使館で記念撮影

▶�

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
歌
を
合
唱
す
る
子
ど
も

た
ち

▶�

山
下
小
学
校
の
5
・
6
年
生
に
よ
る�

「〝
響
け
！
山
下
の
空
に
〟鼓
笛
金
管
パ

レ
ー
ド
」。
息
ぴ
っ
た
り
の
行
進
と
演

奏
に
観
客
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
り
ま
し
た

イスラエルと日本の国交樹立65周年記念式典

町内4小学校で運動会

やまもとP12-13話題_三[12-13].indd   12 2017/05/31   17:10:22

2017 No.451
広報やまもと6月号13

ったほか、こどもセンターで来客対応を体験しま
した。
　つばめの杜保育所に来た5人は、1歳～ 5歳児の
子どもたちのお世話を体験しました。

だ元気で過ごしてほしいな」と声をかけられてい
ました。
　佐藤さん、これからも明るく元気に笑顔でお過ご
しください。

未来の自分探し

　5月10日 ~12日の3日間、山下中学校2年生81
人が町内外の46の事業所などで職場体験を行いま
した。
　これは職場で働く人々と接し、働くことの意義や
将来について考える一助にすることを目的に実施さ
れているものです。
　役場には、坂本恵

え

理
り

さん（山下区）、今野花
か

菜
な

さん
（山下区）の2人、つばめの杜保育所では、伊藤梨

り

央
お

さん（つばめの杜東区）、佐藤ななせさん（浅生原区）、
星遥

はる

奈
な

さん（横山区）、髙山花
はな

さん（山寺区）、岩佐さ
くらさん（花釜区）の5人が職場体験を行いました。
　役場に来庁した2人は、生涯学習課で埋蔵文化財
（出土品）の整理や坂元支所などで窓口業務にあた

敬老祝い金を贈呈

　5月9日、めでたく100歳を迎えられた佐藤はな
こさん（大平区）に対し、町から敬老祝い金と記念の
鉢花を贈りました。
　100歳を迎えた現在でも、自宅の庭だけでなく、
向かいのお孫さんの庭の草むしりをするほど元気い
っぱいとのことで、齋藤町長が娘さんを通して長生
きの伺うと「好き嫌いなく食べ、食事の際は三食欠
かさずに白米を食べる」とのことでした。中でも、「お
肉が好きで、特に豚足が大好き」と笑顔で話してい
ました。
　お祝いに集まった家族から「これからもまだま

みんなで楽しく遊んじゃえ！

　5月4日に勤労青少年ホーム・中央公民館を会場
に「子どもも大人もみんなで遊び隊」が開催されま
した。
　会場には全国各地から150以上の個人・団体が調
理教室や手作り細工、実験コーナーなどの趣向を凝
らした各種体験型コーナーの出店やステージでの音
楽発表をしたほか、前日にふるさと伝承館でチュー
リップ3,300本の花びらを使ったフラワーアート
も行われ、500人を超える来場者を楽しませていま
した。
　8月5日（土）には「夏の遊び隊」が開催される予
定です。

↘

↘

↗

↗

▲�つばめの杜保育所で職場
体験をする皆さん。「子
どもたちにご飯を食べさ
せることなど、大変なこ
とも多いが、頼られてい
ることにやりがいを感じ
た」と話していました

▲�こどもセンターでは、母
の日のカード作りや来館
者の子どもたちのお世話
をし、「子どもたちとふ
れあえて楽しかった」と
話していました

▲100歳おめでとうございます

▶�

た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
子
ど
も
も
大
人

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た

◀�

参
加
者
で
記
念
撮
影

山下中学校職場体験

佐藤はなこさん

子どもも大人もみんなで遊び隊
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　名取市・岩沼市・亘理町・山元町の2市2町で構成する「名
めい

亘
こう

地場産業
振興協議会」では、旅行情報誌「じゃらん」とタイアップした「みやぎ県
南浜街道じゃらん」を発刊しました。
　パンフレットでは、この地域を「うまいもん」がギュッと詰まった一軒
の食堂に見立て、お勧めのグルメや観光スポットを魅力たっぷりに紹介
しています。
　作成にあたっては、各種事業者や観光関係団体、市町職員によるワー
クショップを行い、観光資源の掘り起こしや観光ルートの企画、紙面の
構成など、一から地域の方々と一緒に作り上げました。
　パンフレットは役場や坂元支所、中央公民館、山下駅、坂元駅などに
設置していますので、ぜひ一度手に取ってご覧ください。
　これからも近隣市町と連携し、町の交流人口の拡大、観光振興に積極
的に取り組んでいきます。

問 産業振興課 地域振興班

じゃらん ご当地パンフレット完成

　東日本大震災で失われた海岸防災林を復旧するため、4月22
日と29日の両日、山寺字須賀地内で植樹活動が展開されまし
た。
　この活動は、宮城県と町、植樹活動を希望する団体の3者間
で協定を締結し実施したもので、昨年に引き続き「クミアイ化
学工業㈱」、「長野大学環境ツーリズム学部」の2団体と、今年
度2回目となる「特定非営利活動法人　生命と環境保全」の各
団体の主催により、ボランティア等の協力を得て、クロマツの
苗木の植樹を行いました。

問 産業振興課 農政班

　5月23日、戸花山に自生するさまざまな草花を知るため現地観察会を開催しました。
　当日は約30人が参加し、昨年度植生調査を行った東北学院大学の平吹喜彦教授の解説を交えなが
ら、散策し自生する植物を観察しました。
　参加した皆さんからは、活発な質疑が寄せられ、
普段は聞けない植物の専門的な話を熱心に聞くな
ど、戸花山とその植生への理解を深めていました。
　戸花山は、四季折々のさまざまな植物で彩られ、
散策も楽しめるなど、町の魅力を伝える名所の一つ
です。皆さんもぜひ一度足を運び、戸花山の豊かな
自然を感じてみてください。

問 産業振興課 交流拠点整備推進班

海岸防災林の復旧活動について

戸花山植生現地観察会を開催しました

産業振興課
☎37-1119やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119

▲この表紙が目印

▲ボランティアによる植樹作業

▲植物を観察しながら遊歩道を歩く参加者
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体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
屋

根
・
天
井
修
繕
工
事
を
行
っ
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。

　
こ
れ
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6
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㈪
か

ら
7
月
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日
㈮
ま
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リ
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の
利
用
が
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な
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の
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願
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工
事
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で
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会
議
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武
道
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レ
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ニ
ン
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室

は
通
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ど
お
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ま
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問
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育
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歴
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の
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歴
史
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俗
資
料
館
の
資
料
保

護
の
た
め
、
殺
虫
処
理
業
務
を

行
い
ま
す
。
こ
の
業
務
に
伴
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7
月
4
日
㈫
を
臨
時
休
館
と
し

ま
す
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館

日　　時　6月15日（木）
場　　所　こどもセンター
時　　間　10時30分～ 11時10分
受付開始　10時15分～
内　　容　親子ヨガでリラックス♪
講　　師　菅野�葉子氏
持 ち 物　�動きやすい服装、ヨガマットが

あればお持ちください。
参 加 費　無料
申し込み　不要
※当事業は未就園児の親子を対象とした家庭教育支援講座です。

■問 生涯学習課
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細
は
町
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央
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民
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け
の
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募
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要
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認
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だ
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い
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問
生
涯
学
習
課

お待ちして
� います

第1回目のご案内
ちびっこひろば 「きらり☆」
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上下水道事業の経営戦略を策定しました
　上下水道事業の現状把握と分析、将来の予測を行い、以下の経営基本方針を掲げ、平成29年度から平成
38年度までの10年間を見通した上下水道事業の経営戦略を策定しました。その他、詳しい内容は、町の
ホームページをご覧ください。

経営基本方針
1　安心：安心して飲めるおいしい水道水の供給
2　安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保
3　持続：運営基盤の強化、利用者ニーズを踏まえた給水サービスの充実

水道事業
　事業の現況 
　　供用開始年月日　昭和53年4月1日
　　計画給水人口　　20,500人
　　現在給水人口　　11,829人
　施　設
　　水源　　　地下水・受水（七ヶ宿ダムからの受水）
　　施設数　　浄水場設置数8・配水池設置数10
　　管路延長　207.48千m（水道管の長さ）
　　施設能力　6,900㎥／日
　経営方針
　①安心：安心して飲めるおいしい水道水の供給
　�　七ヶ宿ダムを水源とする仙南・仙塩広域水道からの受水と深井戸の自己水源で2系統化により水源水
質事故や災害時の安心を確保します。

　�　水質検査は「岩沼市外一市三町水質検査協議会」を近隣自治体と組織し、安全な水道水の供給のため水
質検査計画を策定し、計画的な水質管理を行います。

　�　また、受水している広域水道の水質と自己水源である深井戸ごとの水質状況を、安心して利用いただ
くため、ホームページおよび広報紙等で積極的な情報発信に努めます。

　②安定：いつでもどこでも安定的に生活用水を確保
　�　仙南・仙塩広域水道から5,500㎥／日を受水することで、自己水源と合わせた、安定的な水道水の供
給を図ります。

　�　資産管理・運用に基づく長寿命化および更新を計画的に進めることで、耐震化を促進し、合わせて山下・
坂元新市街地に整備した耐震性緊急貯水槽の活用や配水池の緊急遮断弁設置の検討を進め、停電や地震
災害等に備えた定期的な応急給水体制の確保および訓練を充実させます。

　　町民に対し断水時の3日間の飲料水備蓄を広報し、防災意識の向上を図ります。
　③持続：運営基盤の強化、利用者ニーズを踏まえた給水サービスの充実
　�　水道施設の耐用年数は、40～ 60年と長期間となっていますが、資産管理・運用に基づく長寿命化お
よび更新計画を着実に実施します。

　�　受水費の負担と自己水源のコスト比較を実施するとともに、受水費改定の際には負担の軽減を図ります。
　�　広報紙およびホームページのみならず、ワークショップの開催やイベント参加を通じ水道の仕組みや
施設の役割、水道料金体系、事業進捗状況など水道事業全般に係る情報提供を進めていきます。

　�　水道料金の収納方法は、サービス向上を図る観点から手法を検討します。
　�　水道事業の専門的技術や知識は、横浜市水道局および横浜ウォーター㈱との三者協定を活用し、継承
および習得に努めます。

上下水道事業所からのお知らせ
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下水道事業
　1　事業の現況
　　供用開始年月日
　　①特定環境保全公共下水道（以下、特環）　平成� �5年4月2日
　　②農業集落排水（以下、農集排）　昭和61年3月1日

　2　施　設
　　処理区数
　　①特環、坂元農集排、上平農集排、磯農集排の4カ所
　　　※平成29年3月31日　中浜農集排廃止
　　②処理場数
　　　特　環　山元浄化センター 1カ所
　　　農集排　坂元、上平、磯3カ所

　3　経営方針
　　基本方針
　　�　下水道事業は、家庭等から排水される汚水を処理して、公共用水域の水質保全や生活環境の改善の
役割を担っており、このような役目を将来にわたり持続的かつ安定的に提供することを経営の基本と
します。

　　�　広報紙およびホームページのみならず、ワークショップの開催やイベント参加を通じ下水道の仕組
みや施設の役割、下水道使用料体系、事業進捗状況など下水道事業全般に係る情報提供を進めます。

　　　下水道料金の収納方法は、サービス向上を図る観点から手法を検討します。
　　�　下水道事業の専門的技術や知識は、横浜市環境創造局と協定締結している横浜ウォーター㈱とのア
ドバイザリー業務を活用し、継承および習得に努めます。

　お客様が使用されている水道メーターは、計量法に基づき有効期限が定められています。
　有効期限を迎える水道メーターを、水道お客さまセンターから委託を受けた町内の指定給水装置工事事
業者がお客様のお宅に伺い、交換します（お客様の費用負担はありません）。
　交換予定のお客様には、事前に「水道メーターの交換について（お知らせ）」を郵送しますので、ご協力を
お願いします。
■交換期間：6月下旬～ 12月上旬

水道メーターの交換（無料）に協力願います

Dr. すいどー からのお願い
○�メーターボックス・止水栓の上に物を置かないようお願いします。
○�犬はメーターボックス等から離れたところにつないでください。
○�立会の必要はありませんので、お客様が不在の場合でも交換します。
○�交換した後で「水道メーター交換終了のお知らせ」を投函しますので、ご確認
ください。なお、このお知らせでお客様に費用を請求することはありません。
○�交換終了後は、一度停水したことで、まれに空気や多少の濁りが生じること
がありますので、少し水を流してからお使いください。
○�メーター交換等を理由に、家屋内の給水栓（蛇口）等の修繕の斡旋や浄水器の
販売などをすることはありませんので、悪質な訪問業者にご注意ください。

■問�上下水道事業所�庶務班・施設班　☎ 29-4951
　　　　　�水道お客さまセンター�　　　　　☎ 37-1120

山元浄化センター

公益社団法人
日本水道協会
ＰＲキャラクター
Dr. すいどー

交換できない…
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町指定給水装置工事事業者および山元町公認排水設備等工事事業者名簿
　町内においてお客様が宅内の水道・下水道の工事を依頼することができる指定・公認の業者を紹介します。
【水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話

1 ㈱クリワダ 37-0013
2 木村工事㈱ 37-2853
4 ㈱ヤマムラ 38-0150
5 ㈲伊藤設備工業所 37-2108
6 ㈲阿部ホームサービス 37-3469
7 ㈲針生設備工業 37-2452
8 ㈲佐藤設備 37-4165
9 鹿又工業㈱ 022-382-0216
10 ㈱コムロ 34-8027
11 ㈱嶺利設備工業所 34-3798
12 ㈱松清産業 022-284-8679
13 ㈲小野商店 0224-79-2543
14 ㈲青木設備工業所 033-384-1330
16 ㈱宍戸工業所 34-1722
17 ㈱和泉 24-0953
18 ㈱マルミ設備 022-392-3234
19 ㈲エンジニアリングサトー 34-1535
20 ㈲北仙台設備工業所 022-3780141
22 阿部春建設㈱ 34-3721
23 トモエ産業㈱ 24-2564
24 大丸産業㈱ 022-239-1711
25 ㈲富沢設備工業所 0224-53-3211
26 ㈱斉藤管工 0224-62-1506
27 ㈱ケイテック 022-218-0961
29 ㈱白石ハウビング 0224-55-1457
30 ㈲熊澤工務店 36-2880
31 ホシナ住設㈱ 0224-63-1448
32 ㈱ワカキ 0224-62-3217
33 ㈱斎直商店 0224-62-1238
34 ㈲加新住設 022-365-8623
35 ㈲門脇総合設備 34-7775
36 ㈲快適プラン・住設 37-3020
38 リビングコンサルタントてど 34-3568
39 ㈱平設備興業 022-766-9177
40 高橋設備㈱ 022-242-5990
41 ㈲引地設備工業 022-385-0737
42 ㈱サンホーム機器販売 022-227-1284
43 ㈲高美住設 0224-55-1351
44 ㈲角田安全ガス 0224-62-1143
45 ㈲斉藤設備 0224-36-2868
46 ㈲森久設備 22-0450
47 興信管工㈱ 36-3211
48 ㈱いこい住設 022-382-2717
49 ㈱馬渕工業所 022-247-0181
50 本田設備 0224-62-0428
52 ㈱トーヨー建設 0224-36-7030
53 ㈲常楽設備 022-289-3155

指定番号 事業者の名称 電　話
55 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス 0224-63-5126
56 嶋田設備 37-0808
57 船山設備 022-394-3632
58 ㈱クラシアン 022-712-6211
59 ㈲鈴木設備工業所 0224-84-4140
60 ㈱松村工業所 38-0558
61 木村設備工業㈱ 35-2457
62 ㈲丸子設備工業 0224-63-2402
63 協業組合　ケンナン 022-384-5697
64 ㈲斎藤設備工業 022-372-3596
65 カマト設備工業所 34-5249
66 ㈱藤設備 022-351-5815
67 ㈲正友設備 022-290-6636
68 ㈲ひばり住設 0224-22-8416
69 あくあ 0244-26-5130
70 ㈲高橋設備 0224-62-4519
71 ㈱さくら設備 0224-53-2510
72 ㈱三成工研 022-242-4435
73 都管理㈱ 022-781-0231
74 ㈲川内住器設備 0224-83-2248
75 ㈲佐藤設備工業 0224-32-3460
76 ㈱溝淵建設 011-774-2754
77 ㈲及川水道工業所 22-4507
78 ㈱アベ設備工業 022-738-8102
79 ㈱タカヤ 0224-52-3320
80 ㈲永山設備工業 0224-54-3165
81 ㈱登勇管工設備 0224-55-3731
82 ㈱サンユウ 022-797-6420
83 ㈱ big one 022-355-2307
84 ㈱大湧工業 022-384-5016
85 ㈲ゴトウ設備　仙台支店 050-5806-3736
86 ㈲丸安設備工業 022-244-7038
87 ㈲シンコウ設備工業 24-0431
88 ㈲福島エル・シィ・サービス 0224-63-5779
89 ㈱白石モーター 0224-25-8511
90 ㈲幸伸住設 022-285-0720
91 ㈲明和設備工業 022-373-2245
92 ㈱アクアテック 022-762-8632
93 共同工業㈲ 022-286-2328
94 ㈲広川工業　宮城支店 022-242-5217
95 ㈲髙大工業　 022-396-3570
96 宮城ウォーターサービス 022-382-9666
97 ㈱髙橋設備 022-342-1830
98 ㈱東海商事 022-242-2994
99 ㈱羽根川設備工事 022-287-5577
100 ㈲イーエムエコテック 0224-52-8730
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【下水道関係】
指定番号 事業者の名称 電　話

1 ㈲阿部ホームサービス 37-3469
2 ㈲伊藤設備工業所 37-2108
4 木村工事㈱ 37-2853
5 ㈱クリワダ 37-0013
6 野村建設㈱ 38-0591
9 三宅建設㈱ 38-0480
12 ㈱ヤマムラ 38-0150
13 ㈲針生設備工業 37-2452
14 ㈲安田工務店 37-0147
16 ㈲佐藤設備 37-4165
17 ㈲小野商店 0224-79-2543
18 ㈱嶺利設備工業所 34-3798
19 ㈱コムロ 34-8027
20 ㈱斉藤管工 0224-62-1506
21 ㈱宍戸工業所 34-1722
22 ㈱マルミ設備 022-392-3234
23 ㈱斎直商店 0224-62-1238
24 ㈲エンジニアリングサトー 34-1535
26 ㈲青木設備工業所 022-384-1330
28 ㈱白石ハウビング 0224-55-1457
30 ㈱ワカキ 0224-62-3217
31 ㈲加新住設 022-365-8623
32 ㈲エス・ジェイ・メンテナンス 0224-63-5126
35 ホシナ住設㈱ 0224-63-1448
36 ㈱平設備興業 022-289-3305
37 高橋設備㈱ 022-242-5990
38 ㈲引地設備工業 022-385-0737
40 ㈲角田安全ガス 0224-62-1143
41 ㈲森久設備 22-0450
42 興信管工㈱ 36-3211
43 ㈱いこい住設 022-382-2717
45 本田設備 0224-62-0468
48 嶋田設備 37-0808
50 ㈲門脇総合設備 34-7775
51 ㈲タカヤ 0224-52-3320
53 船山設備 022-394-3632
54 ㈲高美住設 0224-55-1351
55 ㈲鈴木設備工業所 0224-84-4140
56 ㈱松村工業所 38-0558
57 木村設備工業㈱ 35-2457
58 ㈲丸子設備工業 0224-63-2402

指定番号 事業者の名称 電　話
59 協業組合　ケンナン 022-384-5697
60 ㈲斎藤設備工業 022-372-3596
61 ㈱藤設備 022-351-5815
62 ㈲正友設備 022-290-6636
63 ㈱さくら設備 0224-53-2510
64 ㈲高橋設備 0224-62-4519
65 ㈱三成工研 022-242-7435
66 阿部春建設㈱ 34-3721
67 ㈱横淵建設 011-774-2754
68 ㈲及川水道工業所 22-4507
69 ㈱アベ設備工業 022-738-8102
70 ㈲ひばり住設 0244-22-8416
71 ㈱登勇管工設備 0224-55-3721
72 ㈱サンユウ 022-797-6420
73 ㈱ big one 0120-916-172
74 ㈱大湧工業 022-384-5016
75 ㈲丸安設備工業 022-484-5457
76 ㈲シンコウ設備工業 24-0431
77 ㈲福島エル・シィ・サービス 0224-63-5779
78 ㈱白石モーター 0224-25-8511
79 ㈲幸伸住設 022-285-0720
80 ㈲明和設備工業 022-373-2245
81 ㈱アクアテック 022-762-8632
82 共同工業㈲ 022-286-2328
83 ㈲広川工業宮城支店 022-242-5217
84 鹿又工業㈱ 022-382-0216
85 ㈱トーヨー建設 0244-36-7030
86 ㈱ケイテック 022-218-0961
87 ㈲髙大工業 022-396-3570
88 宮城ウォーターサービス 022-382-0880
89 ㈲常楽設備 022-781-2553
90 ㈱髙橋設備 022-342-1830
91 ㈱東海商事 022-242-2994
92 ㈱羽根川設備工事 022-287-5577

平成29年5月末現在

◎【水道関係】： 指定番号3、15、21、28、37、51、54は欠
番です。

◎【下水道関係】： 指定番号3、7、8、10、11、15、25、27、
29、33、34、39、44、46、47、49、52
は欠番です。

注：この名簿以外の業者は上下水道の接続工事をすることができません。

■問�上下水道事業所�庶務班・施設班� ☎ 29-4951
　�水道お客さまセンター�� ☎ 37-1120

は山元町内業者です
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日　時  7月8日（土）　10時～ 15時
場　所  中央公民館 2階 大ホール
催し物  屋外イベント

⑴クイズラリー　 要申込み 
　時　　間　10時～ 11時15分（受付：9時45分～ 10時）
　集合場所　保健センター前駐車場
　内　　容　保健センター前を出発
　　　　　　→�つばめの杜中央公園・つばめの杜保育所・つばめの杜東集会

所にあるクイズに答える
　　　　　　→すべてのクイズに答えたら保健センターに戻り答え合わせ
　参加方法　 事前の申し込みが必要 です。
　　　　　　（①または②の方法でお申し込みください）
　　　　　　①専用の申込み用紙に必要事項を記入し、保健福祉課に提出
　　　　　　（申し込み用紙は保健福祉課または坂元支所に設置しています）
　　　　　　②保健福祉課健康推進班に直接電話で申し込む
　申込み期限　6月23日（金）　8時30分～ 17時
　参加特典　�参加者全員に記念品と軽食を

用意しています

屋内イベント
　  どなたでも参加できます！

⑴体験コーナー
　時　　間　11時～ 15時
　場　　所　�中央公民館大ホール・会議室
　内　　容　�内臓脂肪面積測定計によるメタボ測定・骨量測定・健康相談（歯

科医師・薬剤師・看護師・管理栄養士）・アルコールパッチテス
ト体験・野菜釣りゲームなど

⑵表彰式・講演会
　時　　間　13時～ 14時
　場　　所　中央公民館　大ホール
　表 彰 式　むし歯のない年長児童の表彰
　　　　　　�ウォーキングポイント事業�

上位者の表彰
　講 演 会　講話「�幼児期から高齢期までの

ロコモチェック」
　　　　　　講師　東北福祉大学特任准教授　鈴木　玲子氏

「元気やまもと　みんなの健康まつり」
開催のご案内

第1回

遊びに
 来てね！

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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　ウォーキングのポイントについて実技を交えな
がら、楽しく分かりやすく体験できます。ぜひご参
加ください

日　時 場　所 内　容

6月16日（金）
10時30分～12時
（受付：10時～）

中央公民館
2階

大ホール
○体組成計測定
　（個別）
○講話および実技
　講師　㈱健生
　健康運動指導士

6月21日（水）
10時30分～12時
（受付：10時～）

坂元支所
3階

大会議室

持ち物　�動きやすい服装・飲み物・タオル
※活動量計をお持ちの方はご持参ください。
申込み　不要
参加費　無料

　6月1日（木）からウォーキ
ングイベント（北海道編）が始
まりました。
　3カ月間（6月～8月）の累積
歩数が51万歩に達した方には、
検診クーポン券など、ご希望の
商品券をプレゼントします。

【開催期間】6月1日～ 8月31日（木）（92日間）
【総距離】357キロメートル
　ゴールできる目安は1日平均約5600歩です。ゴー
ルに向けて積極的にウォーキングし、クーポン券と
健康を手に入れましょう !!
　なお、歩数データは保健福祉課の窓口または全国
のローソンの Loppi で送信できます。
※参加者随時募集中
　参加希望の方は、直接保健福祉課の窓口または電
話で受け付けています。

ウォーキング教室のお知らせ ウォーキングイベントが
始まりました！

2 歳半幼児歯科健診で
虫歯のない子 （4月13日実施分）

地　区 氏　　名 保 護 者

横　山 佐
さ

藤
とう

　紫
し ず く

月 ちゃん 巧さん

横　山 髙
たか

橋
はし

　凱
かい

玲
り

 ちゃん 良則さん

浅生原 青
あお

田
た

　悠
ゆう

璃
り

 ちゃん 卓也さん

高　瀬 伊
い

藤
とう

　　葵
あおい

 ちゃん 智行さん

高　瀬 伊
い

藤
とう

　　茜
あかね

 ちゃん 智行さん

高　瀬 高
たか

橋
はし

　　花
はな

 ちゃん 信さん

合戦原 太
おお

田
た

　結
ゆ

咲
い

 ちゃん 彰彦さん

真　庭 立
たち

崎
ざき

　悠
ゆう

真
しん

 ちゃん 恵二さん

下　郷 福
ふく

地
ち

　　健
たける

 ちゃん 浩司さん

地　区 氏　　名 保 護 者

下　郷 門
もん

間
ま

　大
ひろ

哉
や

 ちゃん 学さん

町 尾
おがしわ

柏　颯
ふう

馬
ま

 ちゃん 義昭さん

中　浜 三
み

宅
やけ

　亮
りょうじ

司 ちゃん 幹彦さん

牛　橋 鈴
すず

木
き

　孟
たけ

瑠
る

ちゃん 渚さん

つばめの杜西 齋
さい

藤
とう

　光
みづ

希
き

ちゃん 徳栄さん

つばめの杜東 日
ひ

野
の

　楓
ふう

太
た

ちゃん 竜徳さん

歯みがき頑張ってるね！
これからも虫歯のバイキン
に負けないぴかぴかの丈夫
な歯でいてください

保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113
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て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

認
知
症
の
本
人
や
家
族
が
気
軽

に
集
い
、
交
流
で
き
る
場
で
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
方
々
に
認
知
症
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
26
日
㈪

　　
　
10
時
～
12
時

場
所
　
や
ま
し
た
幸
街
堂

内
容
　
認
知
症
に
関
す
る
ミ
ニ

講
話
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
談
話
、個
別
相
談

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
ー

3
9
0
1

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時
　
6
月
13
日
㈫

　
10
時
～
（
1
時
間
程
度
）

場
所
　
山
元
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
議
室

※�

毎
月
第
2
火
曜
日
に
開
催
し

ま
す
。

入
会
条
件

・�

山
元
町
に
居
住
す
る
原
則
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
方
。

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る

方
。

問 

一
般
社
団
法
人
山
元
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
番

地
1

☎
36
―
9
2
1
1

FAX�

36�

―
9
2
2
0

平
成
29
年
度
障
害
者

検
診
事
業

　

宮
城
県
で
は
、
身
体
に
障
害

が
あ
る
方
の
身
体
機
能
や
日
常

生
活
動
作
能
力
の
低
下
等
を
早

期
に
発
見
し
、
二
次
障
害
の
予

防
、
生
活
機
能
の
維
持
・
向
上

を
図
り
、
地
域
で
自
分
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
障
害
者
検

診
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
か
ら
12
月
ま
で
の

第
2
水
曜
日
と
第
4
金
曜
日

（
全
16
回
）

　
9
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

※
予
約
制
・
先
着
順

開
催
場
所
　
宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�（
名
取
市
美
田
園
2
丁
目
1
―

4　
ま
な
ウ
ェ
ル
み
や
ぎ
内

1
階
）

・�

身
体
障
害
者
手
帳（
肢
体
不

自
由
）を
所
持
し
て
い
る
18

歳
以
上
の
方

・�

当
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
他
病

院
・
施
設
等
で
継
続
的
な
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
な
い
方

・�

そ
の
他
、
当
セ
ン
タ
ー
医
師

認
知
症
家
族
交
流
会

　

家
族
が「
認
知
症
」と
診
断

さ
れ
戸
惑
っ
て
い
る
方
や
介
護

で
悩
ん
で
い
る
方
が
お
互
い
の

経
験
を
話
し
合
い
な
が
ら
気
持

ち
の
負
担
を
軽
く
し
、
ゆ
と
り

あ
る
介
護
を
目
指
し
ま
す
。

日
時
　
6
月
28
日
㈬

　　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館　
会
議
室

内
容
　
介
護
体
験
者
の
講
話
や

座
談
会
、ミ
ニ
勉
強
会

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
不
要

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
ー

3
9
0
1

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

が
必
要
と
判
断
し
た
方

参
加
費
　
無
料

受
検
時
に
準
備
す
る
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
健
康
保

険
証
、
お
薬
手
帳（
所
持
し
て

い
る
場
合
）、動
き
や
す
い
服
装

問 

宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
支
援
セ
ン
タ
ー 

ク
リ
ニ

ッ
ク
班

☎
0
2
2
―
7
8
4
―
3
5
9
2

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

　
荒
廃
農
地
お
よ
び
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
、
解

消
、
違
反
転
用
の
早
期
発
見
の

た
め
、農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
農
地

利
用
状
況
調
査
）を
7
月
か
ら

9
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
の
た
め
、
農
業
委
員
が

農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
農
地
所
有
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

農
業
委
員
は
身
分
証
を
携
帯

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
農
地
に
雑
草
が
繁
茂

す
る
と
、
病
害
虫
の
発
生
や
鳥

獣
の
住
処
と
な
る
な
ど
、
周
辺

の
農
地
や
近
隣
住
民
に
多
大
な

迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
農
地
の

適
正
な
管
理
を
併
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
37
―
5
1
1
7

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
着

工
の
木
造
一
戸
建
て
住
宅
で
、

「
一
般
耐
震
診
断
」を
希
望
す
る

方
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

自
己
負
担
額
　
8
3
0
0
円

　（
延
べ
床
面
積
2
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
）

※�

自
己
負
担
額
は
居
宅
建
築
物

の
延
べ
床
面
積
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

募
集
戸
数
　
3
戸（
先
着
）

受
付
期
間

　
6
月
15
日
㈭
～
9
月
29
日
㈮

問
ま
ち
づ
く
り
整
備
課 

行
政
班

☎
29
―
8
0
0
4

甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
ま
す

　
事
前
に
申
込
み
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時
　
6
月
24
日
㈯

　　
　
13
時
～
16
時

場
所
　
坂
元
公
民
館
3
階

対
象
　
現
在
5
～
24
歳
の
方

検
査
料
　
無
料

問 

山
元
町
放
射
能
汚
染
か
ら
子

ど
も
を
守
る
会（
結
の
会
）

☎
0
8
0
―
3
3
2
3
―
2
8
4
8

yui3.11@
softbank.ne.jp

町からの情報は4～11ページにも記載して
いますので、あわせてご覧ください。

6せ
ら
し
お
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平
成
29
年
度
宮
城
県

総
合
畜
産
共
進
会

○
肉
用
牛
の
部【
最
終
選
考
会
】

日
時
　
6
月
18
日
㈰

　
　
　
9
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　　
　
（
美
里
町
）

○
肉
豚
の
部

日
時
　
7
月
14
日
㈮

　
　
　
11
時
30
分
～
13
時
30
分

場
所
　
宮
城
県
食
肉
流
通
公
社

　　
　
（
登
米
市
米
山
町
）

○
乳
用
牛
の
部

日
時
　
9
月
26
日
㈫

　
　
　
9
時
30
分
～
14
時
30
分

場
所
　
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

　　
　
（
美
里
町
）

問
㈳
宮
城
県
畜
産
協
会

　
経
営
支
援
課

☎
0
2
2
―
2
9
8
―
8
4
7
3

6
月
は
不
正
改
造
車

排
除
強
化
月
間
で
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
騒
音
の

増
大
を
招
く
マ
フ
ラ
ー
の
取
り

外
し
等
の
不
正
改
造
を
施
さ
れ

た
車
両
を
排
除
す
る
た
め
に
、

「
不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運

動
」を
全
国
的
に
展
開
し
ま
す
。

　

特
に
、
6
月
を
不
正
改
造
車

排
除
月
間
と
し
て
強
力
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
こ
の
機
会
に
不

正
改
造
の
防
止
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
い
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
情
報
は�w

w
w
.

tenken-seibi.com
�

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省 

東
北
運
輸
局

　
宮
城
運
輸
支
局

　
検
査
整
備
保
安
部
門

☎
0
2
2
―
2
3
5
―
2
5
1
7

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

　
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

た
山
元
町
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
の
左
記
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
末
尾
の
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
共
通
事
項

対
象
者

　
65
歳
以
上
の
方
で
要
支
援
認

定
者
お
よ
び
生
活
機
能
の
低

下
が
み
ら
れ
る
方

利
用
限
度
回
数

　
週
1
～
2
回

利
用
料
金

　
基
本
料
金
の
1
～
2
割
負
担

利
用
可
能
日
　
月
～
金
曜
日

　（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

①
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
内
容

　
掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な
ど

利
用
時
間
　
60
分
未
満

実
施
事
業
所
　
社
会
福
祉
法
人

山
元
町
社
会
福
祉
協
議
会

②
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
内
容

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・
軽
体
操

（
送
迎
有
り
）

利
用
時
間

　
9
時
30
分
～
13
時
30
分

実
施
事
業
所
　
ひ
ま
わ
り
倶
楽

部（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
知
楽
荘
隣
）

そ
の
他
　
昼
食
代
は
自
己
負
担

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

　
保
健
福
祉
課 

保
険
給
付
班

☎
37
―
1
1
1
3

生
活
保
護
の
相
談
窓
口

日
時
　
6
月
21
日
㈬

　
　
　
7
月
5
日
㈬

　
　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
役
場
仮
庁
舎
1
階

　　
　
第
3
相
談
室

※�

当
日
は
、
宮
城
県
仙
台
保
健

福
祉
事
務
所
の
担
当
者
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※�

前
日
ま
で
左
記
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

　
長
雨
の
降
る
6
月
は
土
砂
災

害
の
多
い
時
期
で
す
。
土
砂
災

害
は
降
雨
な
ど
に
よ
り
突
如
発

生
し
、
一
瞬
に
し
て
私
た
ち
の

生
命
や
財
産
を
奪
い
、
地
域
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら

災
害
に
備
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ

ク
、
避
難
場
所
を
確
認
す
る
な

ど
、
土
砂
災
害
防
止
に
努
め
て

い
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意
!

全
般

○�

1
時
間
あ
た
り
の
降
水
量
が

20
㍉
以
上
の
雨
、
ま
た
は
降

り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が

1
0
0
㍉
以
上
の
雨

地
す
べ
り

○
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

○
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

○
家
や
擁
壁
、樹
木
が
傾
く

が
け
崩
れ

○
が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る

○
が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
る

○�

が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ

と
落
ち
て
く
る

○�

が
け
か
ら
木
の
根
が
切
れ
る

音
が
す
る

土
石
流

○
山
鳴
り
が
す
る

○�

急
に
川
の
水
が
濁
り
流
木
が

混
ざ
っ
て
い
る

○�

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に

川
の
水
位
が
低
下
す
る

○
腐
っ
た
土
の
臭
い
が
す
る

問
施
設
管
理
室 

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1

談
相
種
各

～
突
然
襲
う
土
砂
災
害

�

身
を
守
る
の
は
「
早
目
の
避
難
」
で
す
～

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
�
6
月
1
日
～
6
月
30
日

▲ご注意ください
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生
活
困
窮
者
の
自
立
に

向
け
た
相
談
会

日
時
　
6
月
14
日
㈬

　　
　
10
時
～
15
時

場
所
　
役
場
仮
庁
舎
1
階

　　
　
第
3
相
談
室

※�

当
日
は
、
宮
城
県
南
部
自
立

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課 

福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3

「
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」

強
化
週
間

　
仙
台
法
務
局
お
よ
び
宮
城
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
な

ど
の
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
、

ま
た
子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で

お
ら
れ
る
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

相
談
な
ど
に
電
話
で
応
じ
、
悩

み
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
を
支

え
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
は
時
間
を
延
長

し
て
相
談
電
話
を
開
設
し
、
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
1
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
内
容　

い
じ
め
、
体
罰
、

不
登
校
、
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
関
わ
る
問
題

相
談
担
当
　
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

実
施
期
間
　
6
月
26
日
㈪
～

�

　
7
月
2
日
㈰

開
設
期
間
　
8
時
30
分
～
19
時

（
土
・
日
曜
日
は
、10
時
～
17

時
）

相
談
電
話
番
号

0
1
2
0
ー

0
0
7
ー

1
1
0

※�

実
施
期
間
以
外
に
も
、
平
日

8
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま

で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
仙
台
法
務
局 

人
権
擁
護
部

☎
0
2
2
ー

2
2
5
ー

5
7
4
3

ひ
と
り
親
家
庭
・
親
子

交
流
事
業
参
加
者
募
集

日
時
　
7
月
16
日
㈰

場
所
　
那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク

出
発
場
所
等
　
7
時
45
分

　
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
東
口
バ
ス
プ
ー

ル
発

対
象
　
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子

定
員
　
親
子
20
組（
40
人
）

締
切
り
　
6
月
23
日
㈮

※�

応
募
方
法
や
参
加
費
の
詳
細

は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 （
公
財
）宮
城
県
母
子
福
祉

連
合
会

☎
0
2
2
―
2
5
6
―
6
5
1
2

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業

支
援
講
習
会
受
講
生
募
集

①
パ
ソ
コ
ン
講
習
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
ワ
ー
ド
2
0
1
3

日
程
　
7
月
23
日
㈰
～

　�

10
月
29
日
㈰

　
日
曜
日
の
み
開
催

　　
　
9
時
～
17
時（
予
定
）

※
各
日
曜
日
14
回

対
象
　
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
や
父
ま
た
は
寡
婦
で
、

全
日
程
受
講
で
き
る
方

定
員
　
10
人

受
講
料
　
無
料（
教
材
費
・
検

定
料
1
万
6
千
円
程
度
）

②
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
転
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

日
時
　
7
月
23
日
㈰

　
　
　
14
時
～
16
時

対
象
　
県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
母
や
父
ま
た
は
寡
婦
で
就

職
・
再
就
職
・
転
職
に
向
け

て
準
備
中
、
就
職
活
動
中
の

方
定
員
　
15
人

受
講
料
　
無
料

テ
ー
マ
　「
ア
ン
テ
ナ
感
覚
で

決
ま
る
!
」就
職
情
報
の
集

め
方
・
応
募
書
類
の
作
り
方

【
共
通
事
項
】

申
込
み

①
6
月
12
日
㈪
～
6
月
30
日

㈮
、②
7
月
21
日
㈮
16
時
ま
で
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
講
習

名
、住
所
、氏
名
、連
絡
先
、託

児
希
望
の
有
無
を
記
入
の
上
、

左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
み
が
定
員
を
上
回
っ

た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
、
受

講
を
決
定
し
ま
す
。

会
場
　
宮
城
県
母
子
・
福
祉
セ

ン
タ
ー

託
児
　
無
料（
3
歳
～
小
学
3

年
生
）

問 （
公
財
）宮
城
県
母
子
福
祉

連
合
会

〒
9
8
3
―
0
8
3
2

　

�

仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
3

―
7
―
3

☎
FAX
0
2
2
―
2
5
6
―
6
5
1
2

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
参
加
者
募
集

日
時
　
6
月
16
日
㈮
、23
日
㈮
、

30
日
㈮　
10
時
～
15
時

場
所
　
坂
元
公
民
館

　　
　
大
会
議
室

対
象
者
　
町
内
に
お
住
ま
い
で

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方

定
員
　
30
人

受
講
料
　
無
料

申
込
み
　
6
月
15
日
㈭
ま
で
に

左
記
に
電
話
で
申
し
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

第
4
回
し
ば
た
紫
陽
花

（
ア
ジ
サ
イ
）ま
つ
り

日
時
　
6
月
16
日
㈮
～

　�

7
月
2
日
㈰

場
所
　
柴
田
町
船
岡
城
址
公
園

　
（
柴
田
町
大
字
船
岡
字
舘
山
）

内
容
　「
花
の
ま
ち
柴
田
」初

夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
約

2
6
0
0
株
の
ア
ジ
サ
イ

が
、
初
夏
の
船
岡
城
址
公
園

を
彩
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
柴
田
町
役
場 

商
工
観
光
課

☎
0
2
2
4
―
55
―
2
1
2
3

FAX�

0
2
2
4
―
55
―
4
1
7
2

碧へ
き

水す
い

園え
ん

茶
会

日
時
　
6
月
18
日
㈰

　
10
時
～
15
時（
受
付
14
時
30

分
ま
で
）

料
金
　
お
茶
券　
一
般
7
0
0

円
、
小
・
中
学
生
3
0
0
円

（
要
問
合
せ
）

場
所
　
白
石
市
古
典
芸
能
伝
承

の
館「
碧
水
園
」

内
容
　
本
格
的
な
能
楽
堂
と
お

茶
室
の
あ
る
碧
水
園
で
の
茶

会
。
表
千
家
薄
茶
席
で
す
。

問 

白
石
市
古
典
芸
能
伝
承
の
館

「
碧
水
園
」

☎
0
2
2
4
―
25
―
7
9
4
9

ト
ン
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イ

集
募
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問�町民生活課 生活班　☎37-1112

○放射性セシウム簡易測定結果
� （単位 : ベクレル /キログラム）
食品名 産地 測定値 測定日
フキ 上平 検出せず 5月1日
フキ 浅生原 検出せず 5月9日

※�測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
となり、検出下限値未満の場合は「検出せず」と表示
されます。(検出下限値は食品の種類や量によって
変動します )
※�検出下限値とは、当該測定で検出出来る最少の値です。
※�測定器については、EMF211型ガンマ線スペクト
ロメータ (EMFジャパン株式会社製 )を使用してい
ます。

○放射性セシウムの基準値
� （単位 : ベクレル /キログラム）
食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品
基準値 10 50 50 100
※�基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
です。

食品等放射能測定結果
　自家用として栽培、採取、飼育、捕獲した農
畜水産物などのうち、持ち込みにより依頼され
た簡易測定結果をお知らせします。

　今月は、町県民税（第1期）の納期限です。
　忘れずに、6月30日（金）までに納付をしまし
ょう！納税は、便利・安全・確実な口座振替で！

■問�税務納税課�納税班　☎37-1114

新（増）築家屋の「家屋調査」に
ご協力をお願いします

　家屋（居宅・物置・車庫・店舗・作業場等すべ
ての建物）を新（増）築した場合、翌年度から固
定資産税が課税されます。
　そのため、町職員などが訪問し、建物の外部
仕上げ、部屋ごとの内部仕上げ、建築設備など
を確認する「家屋調査」を行います。
　家屋調査の済んでいない家屋を所有している
方は、日程を調整し、家屋調査に伺いますので、
早めにご連絡願います。

■問�税務納税課�課税班　☎37-1114

　今月の31日は、国民健康保険税（第9期）の納期限です。今回で平成28年度の全ての税金の納期限を

迎えることになります。もう一度、手元にある納税通知書を確認し、納付忘れがないか確認しましょう。

　なお、納期限を過ぎても納付がない場合は、4月20日（木）に督促状を発送することとなりますので、

納期限内納付を心がけましょう。

税金の納付は、口座振替が便利です
　平成29年度課税分から口座振替を行う場合は、4月中に手続きをお願いします。

　なお、手続きには、口座振替を行いたい通帳と通帳印をご用意いただき、右記の金融機関窓口に備

付けの申込用紙に必要事項を記入の上、依頼してください。

※�申込用紙がある支店等以外の場所で手続きを行う場合は、下記までご連絡ください。申込用紙を送

付します。

■問�税務納税課 納税班　☎37-1114

保険料を納めることが難しい時の
免除制度をご存じですか？

　国民年金第1号の被保険者は、毎月の保険料を
納めていただく必要がありますが、所得が少ない
などの経済的な理由により、保険料を納めること
が難しい場合については、保険料の納付が「免除」
または猶予される制度があります。
※�学生の方は「学生納付特例制度」をご利用くだ
さい。
未納のままにしておくと・・・
　障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、
障害基礎年金・遺族基礎年金が受けられない場合
があります。

「免除」・「納付猶予（学生の場合は学生納付特例）」・
「未納」の違いは？

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）受給資格期間への算入 年金額への反映
納　　　付 ○ ○ ○
全 額 免 除 ○ ○（※2） ○
一 部 納 付（※1） ○ ○（※3） ○

納付猶予／学生納付特例 ○ × ○
未　　　納 × × ×

※1�　一部納付の承認を受けている期間については、一部納付の保
険料を納付していることが必要です。

※2�　平成21年4月分以降は、1/2が国庫負担されます。（21年3
月分までは1/3が国庫負担）

※3�　4分の1納付の場合は「5/8」が年金額に反映します。（21年
3月分までは1/2）

　　�　2分の1納付の場合は「6/8」が年金額に反映します。（21年
3月分までは2/3）

　　�　4分の3納付の場合は「7/8」が年金額に反映します。（21年
3月分までは5/6）

【注】�障害基礎年金および遺族基礎年金を受け取るためには一定の
受給要件があります。

1年で受け取れる年金額のめやす（平成29年度の金額）
○老齢基礎年金
　・40年納付した場合　779,300円
　・�40年全額免除となった場合（国庫負担2分の
1で算出した場合）　389,700円

○障害基礎年金
　1級　974,125円　　2級　779,300円
■問�仙台南年金事務所�　☎022-246-5114
　�町民生活課　☎37-1112
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相談日 健診等

や
ま
も
と
健
康
だ
よ
り

6 月 7 月

◆人 権 相 談 6月15日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆生 活 相 談 6月21日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆青少年相談 6月22日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆法 律 相 談 6月27日（火）
法律に関する相談

◆登 記 相 談 7月11日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆消費生活相談 7月12日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆年 金 相 談 7月13日（木）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

◆行政苦情相談 7月14日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

場所 保健センター　　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所 役場仮庁舎 第1相談室（1階）　 時間 13：00 ～ 15：00 ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

◆こころの健康相談 7月7日（金）　10：00～ 11：30� 要予約
こころの悩みに伴う無気力や不眠など心身
の不調、認知症、アルコール関連相談など、
精神科医によるこころの相談を行っていま
す。詳しくは電話でお問い合わせください。

6月15日から7月14日まで

実施場所：保健センター� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113
事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 7月� 3日（月）
山元町に住所のある妊婦
※ 左記以外で交付を希望される

方は保健福祉課健康推進班ま
でお問い合わせください。

9：30～
� 10：00

6～ 7カ月児健診 6月23日（金）平成28年11月～ 12月生まれ 12：30～� 13：00

1歳6～ 8カ月児健診 6月16日（金）平成27年10月～ 12月生まれ 12：30～� 13：00

幼児歯科健診 7月13日（木）平成27年1月～ 3月生まれ 12：45～
� 13：00

3歳児健診 7月� 5日（水） 平成25年11月～ 12月生まれ 12：30～� 13：00

ヘルスチェックデー 6月23日（金）
7月� 3日（月）

血圧、体重、体脂肪率の測定
※ 活動量計をお持ちの方は、ID と

パスワードをご持参ください。

13：30～
� 16：00

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23�� 3024  31 25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

◆育 児 相 談 7月3日（月）　10：00～ 11：30
子育ての不安や悩み、離乳食等、気になること
について、保健師・栄養士が相談に応じます。
◆健 康 相 談 7月3日（月）　13：30～ 16：00

生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。

4月末現在（前月比）

世帯 4,642戸【� 18戸】

男 6,164（23）人【△� 9人】

女 6,298（31）人【� 2人】

合計 12,462（54）人【△� 7人】
出生 1人 転入 44人
死亡 7人 転出 45人
婚姻 6件 △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住
民の値。
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献 血

診療時間 9時～ 17時

休日当番薬局

　消火器の点検をすると言って訪問し、応じると交換が必要だと
言って、高い代金を請求する事業者の相談が複数ありましたので、
その一例をご紹介します。
　家に一人でいる時、「会員になっているため点検に来た」と突然
訪問を受け、家族が会員になっていると思ったので消火器を見せ
たところ、交換が必要と言われたため、高いと思ったが請求内容
で交換代金を払った。家族が帰宅後に、そのことを話すと会員に
はなっていないし、使用期限までまだ間がある消火器だったこと
がわかった。という事例がありました。このケースでは書面で代
金と交換された消火器の返却を求め、事業者もそれに応じました。
　この他にも、高齢者を狙って毎年訪問し「この消火器は耐用年
数が過ぎている」「消火器は1年に1回交換する義務がある」など
と、事実と異なることを言って購入させる悪質な事業者もいます
のでご注意ください。
　「交換」と言われた場合は、まずは、使用期限表示を確認してみ
ましょう。
問 役場消費生活相談窓口（町民生活課 生活班内）　☎37-1112

6/22
（木）

◆10：00 ～ 11：00
　（株）日幸電機製作所
 坂元工場
◆12：30 ～ 13：30
　安住電機（株）
◆14：30 ～ 16：30
　山元町役場
　保健センター前

※ 休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認のうえ受診してください。

 

6/11
（日）

◆亘理整形外科
　☎34-5303（亘理町）
◆美田園歯科
　☎022-343-8721（名取市）
◆斉藤歯科医院
　☎34-8241（亘理町）

 

6/18
（日）

◆板橋胃腸科肛門科
　☎34-8911（亘理町）
◆心友歯科医院
　☎25-6444（岩沼市）

 

6/25
（日）

◆平田外科医院
　☎37-4055（山元町）
◆おおぬき歯科
　☎022-383-9310（名取市）
◆にいの歯科
　☎38-1887（山元町）

 

7/2
（日）

◆松村クリニック
　☎38-0005（山元町）
◆鳥羽歯科医院
　☎23-5005（岩沼市）

 

7/9
（日）

◆三浦クリニック
　☎33-1811（亘理町）
◆櫻場デンタルクリニック
　☎022-383-8816（名取市）
◆きくち歯科
　☎34-0644（亘理町）

 

注） 疾患や年齢等によっては対応できない場
合もありますのでご了承願います。

 

6/11
（日）
6/17
（土）

◆（有）阿部ホームサービス
　☎37-3469

 

6/18
（日）
6/24
（土）

◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

 

6/25
（日）
7/1
（土）

◆木村工事（株）
　☎37-2853

 

7/2
（日）
7/8
（土）

◆（株）クリワダ
　☎37-0013

 

7/9
（日）

◆（有）佐藤設備
　☎37-4165

 

■問 上下水道事業所 施設班
　 ☎29-4951

 

6/11
（日）

◆武隈調剤薬局
　☎25-6227（岩沼市）

 

6/18
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

 

6/25
（日）

◆調剤薬局エーゲ海
　☎37-7567（山元町）

 

7/2
（日）

◆ひまわり薬局
　☎33-4331（山元町）

 

7/9
（日）

◆わたり調剤薬局
　☎32-1530（亘理町）

 

　受付専用電話に連絡し、症状その
他の状況を伝え、受診可能かどうか
問い合わせの上、受診してください。
診 療場所　総合南東北病院1階（夜

間のみ開設）
　岩沼市里の杜1丁目2番5号
受 診方法　受付専用番号に問合せ

の上、受診してください。
受 付時間　平日（祝日・年末年始除

く）19：00 ～ 21：30
受付専用電話　070-6635-9454

平日夜間初期救急外来
（自家用車・タクシーなどで来れる方対象）

連載 第118回　消火器の訪問販売に注意
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を採用してい
ます。

	ホームページ	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/
	携帯サイト	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/mobile/
	メールアドレス	 info@town.miyagi-yamamoto.lg.jp

ZEH

光熱費0の家造り

( )消費する
 

省エネ
 

省エネ
 

創エネ
 

エネルギーを
減らす工夫

 

創エネ
 

高断熱材
 

高気密
 

LED照明
 高性能換気
 

HEMS導入
 

太陽光発電
 

太陽熱温水
システム

 

エネルギーを
作る工夫

 

ゼロ

エネルギー収支
 

エネルギー
 

ゼロ・エネルギー・ハウススタンダード

ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス （ゼッチ）

無駄なくエネルギーを利用して、快適に省エネできる暮らし

2020年

仙南ベニヤ株式会社
〒989-2206宮城県亘理郡山元町大平字畑中9-2

売主[建設業許可番号]宮城県知事許可（般-27）第17463号[宅建業許可番号]宮城県（1）第5898号

☎0223-37-4011

常磐道山元IC向い

仙南ベニヤ株式会社
住宅事業部

分譲住宅販売中
新築住宅・リフォーム住宅相談承ります。

〔広告〕 〔広告〕

〔広告〕 〔広告〕
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